
市
制
施
行
25
周
年
│
栗
東
市
が
誕
生
し
て
か
ら

10
月
1
日
で
25
年
が
経
ち
ま
し
た
│

未
来
へ
つ
な
ぐ
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会

市
制
施
行
25
周
年
を
迎
え
て

本
市
は
、市
制
施
行
25
周
年
と
い
う

大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
栗
東
市
の
歩
み
を
支
え
、共
に
歩
ん

で
く
だ
さ
っ
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
に
、心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
半
世
紀
の
間
、社
会
情
勢
は

急
速
に
変
化
し
、現
在
は
多
様
な
課
題

へ
の
対
応
や
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

構
築
な
ど
、多
く
の
重
要
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、こ
の
25
周
年
と
い
う
歴
史
的
な

転
換
期
を
契
機
と
し
て
、市
民
の
皆
さ

ま
の
多
様
な
声
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
真

摯
に
受
け
止
め
、議
会
本
来
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、誰
も
が
健

や
か
に
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る「
い
つ
ま
で
も 

住
み
続
け
た
く
な
る 

安
心
な
元
気
都
市 

栗
東
」の
実
現
に
向

け
、全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

本
市
は
、本
年
10
月
1
日
に
市
制
施

行
25
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。

今
日
の
発
展
は
、市
制
施
行
以
来
、本

市
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
・
先

輩
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、市
政
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

「
わ
が
ま
ち
栗
東
」を
支
え
育
ん
で
こ
ら

れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
、豊
か
な
自
然
と
交
通
の
利

便
性
に
恵
ま
れ
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
発
展
を
続
け
て
き

ま
し
た
。こ
の
ま
ち
の
魅
力
は
、市
民
の

皆
さ
ま
が
地
域
を
愛
し
、と
も
に
支
え

合
い
な
が
ら
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
歩

み
に
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、人
口
構
造
の
変
化
や
物
価

高
騰
へ
の
対
応
、自
然
災
害
へ
の
備
え
な

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
歩
み
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

誇
れ
る
栗
東
市
を
引
き
継
い
で
い
く
た

め
、公
正
で
透
明
性
の
高
い
議
会
運
営

に
努
め
、市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会

と
し
て
、さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後

と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

栗
東
市
議
会
議
長　

ど
、地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、市
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
な
が
ら
、地
域
の
未
来
を
と

も
に
築
い
て
い
く
こ
と
が
よ
り
一
層
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
制
施
行
25
周
年
を
契
機
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
が
次
の
世
代
の
さ
ら
な

る
発
展
と
希
望
あ
る
未
来
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

栗
東
市
長　
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栗東市が誕生してから25年

名神高速道路栗東インターチェンジの開設や平成3
年のJR栗東駅の開業などを経て、発展を続けてきた栗
東市。令和元年には人口7万人を達成し、現在もおおむ
ね7万人規模を維持しています。
平成13年10月1日に県内8番目の市として誕生してから、本年で25周年。豊かな自然と交通の利便性に恵ま

れたまちとして、市民の皆さんとともに歩みを重ねてきました。
市制施行から現在までの25年間を振り返り、本市の歩みを紹介します。

開市式開市式

③栗東市立地域子育て支援センター大宝東 ②第79回国民スポーツ大会レスリング競技会 ①移動図書館「みどり号」が16年ぶりに運行再開

栗東市栗東市ののあゆみあゆみ

市
制
施
行（
10
月
1
日
）

（
人
口
5
万
7
0
1
6
人
、1
万
9
6
5
7
世
帯
）

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

東
海
道
新
幹
線「（
仮
称
）び
わ
こ
栗
東
駅
」設

置
正
式
決
定

新
環
境
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
」運
行

開
始

ひ
だ
ま
り
の
家
開
館

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー（
な
ご
や
か
セ
ン

タ
ー
）開
館

J
R
草
津
線
手
原
駅
を
改
築

人
口
6
万
人
突
破

湖
南
4
市（
栗
東・草
津・守
山・野
洲
）で
災
害

時
に
お
け
る
相
互
応
援・連
携
基
本
協
定
を

締
結

防
犯
情
報一斉
通
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

栗
東
西
図
書
館
開
館

地
区
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
移
行

大
宝
東
小
学
校
開
校（
市
内
9
校
目
）

大
宝
東
児
童
館
開
館（
館
内
に
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
）

東
海
道
新
幹
線「（
仮
称
）南
び
わ
湖
駅
」着
工

滋
賀
県
の
政
策
変
更
に
よ
り
東
海
道
新
幹
線

「（
仮
称
）南
び
わ
湖
駅
」設
置
を
中
止

同
報
系
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始

市
内
小
中
学
校
で
、き
ら
り
フ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
く
り
ち
ゃ
ん
検
定
」開
始

自
然
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー（
森
の
未
来
館
）開
館

「
百
年
先
の
あ
な
た
に
手
渡
す
栗
東
市
景
観

計
画
」を
策
定

新
幹
線
新
駅
予
定
地
周
辺
の
栗
東
新
都
心
土

地
区
画
整
理
事
業
を
廃
止

平
成
1314151617181920

新
幹
線
新
駅
中
止
後
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想（
後
継
プ
ラ
ン
）発
表

ご
み
処
理
の一部
有
料
化
を
実
施

公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入

栗
東
西
中
学
校
増
築
工
事
竣
工

手
原
駅
に
栗
東
観
光
案
内
所
オ
ー
プ
ン

図
書
館
に
小
林
児
童
文
庫
を
開
設

「
草
津・栗
東
く
る
っ
と
バ
ス
」運
行
開
始

国
道
1
号
栗
東
水
口
道
路・水
口
道
路
開
通

名
神
高
速
道
路
栗
東
湖
南
I
C
供
用
開
始

栗
東
市
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

栗
東
市
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
用
開
始

人
口
7
万
人
突
破

第
六
次
栗
東
市
総
合
計
画
策
定

栗
東
市「
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」の
作
成・配
布

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

草
津
栗
東
行
政
事
務
組
合
設
立

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
、小・中
学
校
の

学
校
給
食
5
日
制
開
始

子
ど
も
医
療
助
成
対
象
を
中
学
生・高
校
生

ま
で
拡
大

栗
東
市
公
式 

L
I
N
E 

開
設

栗
東
西
図
書
館
に
学
習
コ
ー
ナ
ー「
学 

B
A
S
E
」オ
ー
プ
ン

移
動
図
書
館「
み
ど
り
号
」が
16
年
ぶ
り
に

運
行
再
開（
①
）

国
道
１
号 

栗
東
水
口
道
路
Ⅰ（
ワ
ン
） 

主
要

地
方
道 

大
津
能
登
川
長
浜
線 

開
通

わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ・障
ス
ポ
開
催

（
②
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
大
宝
東
が
ア

ル・プ
ラ
ザ
栗
東
に
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン（
③
）

212224252830

令
和
元34567

問シティプロモーション推進課 秘書広聴係　℡077-551-0102 ℻077-５５3-1280
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「
交
通
の
ま
ち・馬
の
ま
ち
」

「
交
通
の
要
衝
」栗
東

近
年
、県
内
で
多
く
の
道
路
が
供
用
開

始
さ
れ
て
い

ま
す
。本
市
周

辺
の
交
通
環

境
も
大
き
く

変
化
し
、日
々

の
生
活
の
中

で
そ
れ
を
実

感
し
て
い
る

人
も
多
い
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

本
市
が
市
制
施
行
25
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、古
く
か
ら「
交
通
の

要
衝
」と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た

栗
東
の
歴
史
を
、改
め
て
振
り
返
り
ま
す
。

交
通
の
要
衝・政
治
の
中
心
　

〜
岡
遺
跡
が
語
る
古
代
の
栗
東
〜

東
西
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と
し
て
、古

く
か
ら
主
要
な
道
路
が
整
備
さ
れ
て
き
た

近
江（
滋
賀
県
）。そ
の
中
で
も
、東
海
道
と

東
山
道（
後
の
中
山
道
）が
通
る
栗
太
郡

は
、特
に
重
要
な
地
域
で
し
た
。さ
ら
に
、古

代
の
国
の
役
所（
国こ

く
が衙

）が
瀬
田
丘
陵（
大

津
市
大
江
付
近
）に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、栗
太
郡
は
政
治
の
中
心
エ
リ
ア
で
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
栗
太
郡
の
役
所（
郡ぐ

ん
が衙
）が
あ
っ
た

場
所
が
、岡・目
川・下
戸
山
に
ま
た
が
る
岡

遺
跡
で
す
。昭
和
61
年（
1
9
8
6
）か
ら

の
大
規
模
な
発
掘
調
査
で
は
、1
3
0
0

年
ほ
ど
昔
の
奈
良
時
代
の
郡
衙
を
示
す
大

型
掘
立
柱
建
物
な
ど
の
遺
構
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

郡
衙
の
全
容
が
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
に
明

ら
か
に
な
っ
た
例
は
珍
し
く
、全
国
か
ら
大

き
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。貴
重
な
遺
構

は
現
在
、保
護
の
た
め
に
土
を
被
せ
た
盛

土
保
存
が
施
さ
れ
、今
も
農
地
と
し
て
活
用

さ
れ
な
が
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

花
開
く
街
道
文
化

〜
立
場
の
に
ぎ
わ
い
〜

今
か
ら
約
4
0
0
年
前
の
江
戸
時
代
初

め
、全
国
の
街
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。近

江
に
は
東
海
道
と
中
山
道
の
2
つ
の
大
動

脈
が
通
り
、豊
か
な
街
道
文
化
が
花
開
き

ま
し
た
。

東
海
道
と
中
山
道
が
合
流
す
る
草
津
宿

（
草
津
市
）に
隣
接
し
、市
内
を
両
街
道
が

通
る
栗
東
に
は
、旅
人
た
ち
の
憩
い
の
場
で

あ
る
立
場（
休
憩
所
）が
3
か
所
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。東
海
道
の
梅
ノ
木
立
場（
六

地
蔵
）と
目
川
立
場（
岡
）、中
山
道
の
中
沢

立
場（
中
沢
）で
す
。

こ
れ
ら
の
立
場
で
は
、〝
名
薬
和
中
散
〞

（
梅
ノ
木
立
場
）や〝
目
川
田
楽
と
菜
飯
〞

（
目
川
立
場
）と
い
っ
た
名
物
が
生
ま
れ
ま

し
た
。ま
た
、中
沢
立
場
で
も
和
中
散
が
販

売
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、梅
ノ
木
立
場
と
目
川

立
場
の
中
間
に
位
置
す
る
手
原
に
は
、目

川
田
楽
と
菜
飯
を
販
売
す
る
す
ず
め
茶
屋

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
旅
人
に

買
い
求
め
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、名め

い
し
ょ所

図ず

え会

（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）や
浮
世
絵
を
通
じ
て
紹

介
さ
れ
、名
物
と
し
て
全
国
に
知
れ
渡
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

国道1号栗東水口道路県道大津能登川長浜線
全線開通（令和7年8月23日）

旧和中散本舗（史跡）

圃場整備前の岡遺跡周辺

田楽茶屋ほっこり庵の「ほっこり庵セット」（田楽豆腐と菜飯）
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栗東市が誕生してから25年

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

　

℡
0
7
7‐５
５
４‐２
７
３
３

　

℻
0
7
7‐５
５
４‐２
７
５
５

街
道
か
ら
鉄
道
へ

〜
手
原
駅
の
開
業
〜

明
治
時
代
に

入
る
と
、栗
東

周
辺
の
交
通

環
境
は
近
代
化

に
向
け
て
大
き

く
動
き
出
し
ま

す
。明
治
22
年

（
1
8
8
9
）、

官
設
鉄
道
の
東

海
道
線（
現
在
の
J
R
東
海
道
本
線
）と
、

民
間
鉄
道
の
関
西
鉄
道（
現
在
の
J
R
草

津
線
）が
相
次
い
で
開
業
し
ま
し
た
。し
か

し
当
時
、関
西
鉄
道
は
草
津・石
部・三
雲・

深
川（
現
在
の
甲
南
）・柘
植
の
5
駅
し
か
な

く
、明
治
45
年（
1
9
1
2
）に
東
海
道
線

の
守
山
駅
が
開
業
し
て
か
ら
も
、栗
東
の
地

に
は
駅
が
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
打
破
し
よ
う
と
、大
正
時

代
に
入
る
と
、す
で
に
国
有
化
さ
れ
て
い

た
草
津
線
の
草
津
・
石
部
間
に
新
駅
の
設

置
を
望
む
声
が
高
ま
り
ま
す
。大
正
9
年

（
1
9
2
0
）、治
田
・金
勝・葉
山・大
宝
の

4
か
村
が
手
を
取
り
合
っ
て
請
願
を
行
い
、

大
正
11
年（
1
9
2
2
）、つ
い
に
手
原
駅
が

開
業
し
ま
し
た
。

こ
の
4
つ
の
村
は
、
昭
和
23
年

（
1
9
4
8
）に
組
合
立
栗
東
中
学
校
を
開

校
さ
せ
、昭
和
29
年（
1
9
5
4
）に
は
合

併
し
て
栗
東
町
と
な
り
ま
す
。手
原
駅
の

開
業
は
、現
在
の
本
市
の
礎
を
築
く
大
き
な

一歩
だ
っ
た
の
で
す
。

高
速
道
路
が
拓
い
た

「
馬
の
ま
ち
」へ
の
道

そ
の
後
の
栗
東
町
は
、
昭
和
38
年

（
1
9
6
3
）に
名
神
高
速
道
路
栗
東
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
さ
れ
る
と
、

広
域
交
通
の
要
衝
と
し
て
、戦
後
日
本
の

高
度
経
済
成
長
を
象
徴
す
る
よ
う
な
劇
的

な
発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
呼
び

水
と
な
り
、昭
和
44
年（
1
9
6
9
）に

は
J
R
A
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
が
開
場
し
ま
す
。日
本
中
央
競
馬
会

（
J
R
A
）が
検
討
し
て
い
た
競
走
馬
の
調

教
施
設
の
誘
致
に
、町
が
名
乗
り
を
上
げ

た
の
は
昭
和
38
年（
1
9
6
3
）の
こ
と
。最

終
的
に
栗
東
が
選
ば
れ
た
最
大
の
決
め
手

は
、開
通
し
た
ば
か
り
の
名
神
高
速
道
路

を
使
い
、各
地
の
競
馬
場
へ
迅
速
か
つ
安
全

に
競
走
馬
を
運
送
で
き
る
抜
群
の
交
通
ア

ク
セ
ス
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
後
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー

は
栗
東
に「
馬
の
ま
ち
」と
い
う
新
た
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
、そ
の
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

栗
東
駅
開
業
か
ら

「
単
独
市
制
施
行
」、そ
し
て
未
来
へ

国
道
1
号
・
8
号
も
含
め
た
優
れ
た
交

通
環
境
を
背
景
に
、工
業
や
商
業
の
集
積
、

そ
し
て
住
宅
地
の
開
発
が
進
ん
だ
栗
東

町
。平
成
3
年（
1
9
9
1
）に
は
J
R
東

海
道
本
線
の
栗
東
駅
が
開
業
し
、京
阪
神

エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
大
き
く
向
上
し
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
力
強
い
発
展
が
実
を
結

び
、平
成
13
年（
2
0
0
1
）10
月
1
日
に

は
、全
国
で
も
珍
し
い
単
独
で
の
市
制
施
行

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
25
年
。私
た
ち
の
ま
ち
栗
東

は
、交
通
の
要
衝
と
し
て
の
役
割
を
担
い
つ

つ
、ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

栗東八景「払暁（ふつぎょう）の駒音～早朝の栗東トレーニング・センター～」

名神高速道路栗東インターチェンジ造成の頃
（昭和36年撮影）

開業当日の手原駅組合立栗東中学校校旗

岡地先の環状交差点（ラウンドアバウト）
シンボルマーク
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